
2022年　2月
株式会社　マイクロエース

製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更する事がありますので、予めご了承願います。

予価：20,900円(本体価格：19,000円)

JAN:801734 入数:12

商品形態 Nゲージ塗装済完成品　（素材：ABS樹脂製　対象年齢：14歳以上　ブックケース入り）

商品概要 ・マイクロエース通勤型電車シリーズの更なる充実

・2019年6月に出荷したA7653を基にしたバリエーション製品

・ヘッドライト、テールライト、前面表示器点灯（LED使用）

・フライホイール付き動力ユニット搭載

・2022年1月に引退を記念した臨時運行に使用された川越車両センター72編成をタイムリーに製品化

・先頭車側面の車椅子マークに隣接してベビーカーマークが掲出された後の姿

・実車に則して先頭車と中間車で異なる客用扉窓枠や屋根上のビード本数などを作り分け

・ヘッドマークなどを収録した行先シールが付属

・編成

JR東日本商品化許諾済

ｵﾌﾟｼｮﾝ
付属品 行先シール

A7666

MICRO ACEの新製品
鉄道模型マイクロエース

209系3100番代　川越・八高線　（ハエ72編成）　4両セット

幅広室内灯：G0001/G0002/G0003/G0004 ，マイクロカプラー ：密連・黒 F0001

209系3100番代は東京臨海高速鉄道で活躍していた70-000形をJR東日本が購入し改造した車両です。2004年
に70-000形の10両編成化が行われた際に組み替えられて余剰となっていた6両をベースに、中間車2両が追加
製造されて、2005年に4両編成2本が登場しました。
車体帯・前面塗装の変更の他、半自動スイッチやラジオアンテナの取付けが行われた程度で前面形状や室内に
は70-000形の面影を残しています。また、先頭車4両は全て70-000形初期車から改造されたため、ドア窓の形
状が他の209系とは異なるなどの特徴があります。
川越線の川越から高麗川間、八高線の高麗川から八王子間で活躍しましたが、2022年からの同区間の部分ワン
マン化開始に伴って定期運用を離脱、同年1月には川越車両センター72編成を使用した引退記念イベントに伴
う送迎列車の運転が行われ、記念ヘッドマークの掲出が行われました。

実車

◇

クハ209-3102 モハ209-3102 モハ208-3102 クハ208-3102

←ライト モーター ライト→

←川越 八王子→
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